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1．はじめに
　日本産科婦人科学会では昭和61年以来，体外受
精・胚移植等の生殖医学の臨床実施に関して登録
報告制を敷き，平成元年度に設置された「生殖医学
の登録に関する委員会」が報告内容の集計と分析
を行い，これまでに平成元年度報告書（第 1報）1），
平成 2年度報告書（第 2報）2），平成 3年度報告書
（第 3報）3），および平成 4年度報告書（第 4報）4）の
4 回報告を行った．平成 5年度以降の生殖医学の
登録・報告業務に関しては，会告に定められた施
設登録ならびに包括的調査について「診療・研究
に関する倫理委員会」がすべての登録施設を対象
として行い，詳細な個別調査については「生殖・内
分泌委員会」が登録施設の中の協力施設を対象と
して行い，それぞれの調査結果を学会誌上に公表
してきた5）～18）．平成11年度の倫理委員会改組に伴
い，倫理委員会は定款施行細則にある常置委員会
となり，同時に下部組織として登録・調査小委員
会が設置された．本小委員会では平成 11 年度以
降，倫理委員会　登録・調査小委員会として，平

成10年分～平成26年分（2014年分）について，臨
床実施成績の調査結果を報告してきた19）～32）．
　平成 20 年度からは（2007 年 1 月 1 日の治療か
ら），登録・調査小委員会と生殖・内分泌委員会が
担当していた登録を一本化し，インターネットを
利用したオンライン登録（個票調査）を実施した．
　平成 28 年度も引き続き 2015 年分（2015 年 1 月
1日から同年12月 31日までの期間）の体外受精・
胚移植等の臨床実施成績について，全登録施設を
対象に調査したので，ここに集計結果を報告する．
また，2017 年 7 月 31 日現在の登録施設名を末尾
に掲載する．

2．対象と方法
　2015年 1月 1日から 12月 31日までに治療を開
始したすべての症例を対象として，2015 年 1 月 1
日より随時オンライン登録を受け付けた．
　調査内容は表1～3に示した通り．提供精子を用
いた人工授精（AID）の治療成績に関しては，従来
通り紙による報告を行った．

3．調査内容
表 1	 ‌�オンライン個別調査票「治療から妊娠ま

で」
表 2	 ‌�オンライン個別調査票「妊娠から出産後ま

で」
表 3	 ‌�提供精子を用いた人工授精（AID）の治療

成績
4．体外受精・胚移植等の臨床実施成績

表 4	 登録施設数と回答率
表 5	 妊娠・分娩例報告施設数
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表 6	 治療周期数からみた施設数の分布
表 7	 新鮮胚（卵）を用いた治療成績
表 8	 凍結胚を用いた治療成績
表 9	 凍結融解未受精卵を用いた治療成績
表 10	 ‌�提供精子を用いた人工授精（AID）の治療

成績
表 11	 治療法別出生児数および累積出生児数
表 12	 先天異常児の調査

付録．2017 年 7月における登録施設名
別表 1	 ‌�学会見解に基づく諸登録施設（2017年7月

31 日現在）
別表 2	 ‌�提供精子を用いた人工授精の臨床実施に

関する登録施設（2017 年 7 月 31 日現在）
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患者識別No.（必須） ［  ］

特定不妊治療費

助成制度の利用（必

須）

1利用 制度を利用した自治体 ［ ］

2利用せず    3保留 

治療周期開始時の妻の

満年齢 （必須）
［   ］ 歳

治療周期開始時の夫の

満年齢
［   ］ 歳

治療周期開始時の妻の

身長、体重
身長［ ］cm  体重［ ］kg 

治療周期開始時の妻の

妊娠・分娩歴
妊娠［  ］回  分娩［  ］回

適応 （必須）
1卵管因子 2子宮内膜症 3抗精子抗体陽性  4男性因子 5原因不明 
6その他 ［ ］ 7未受精卵子凍結（医学的適応） 

卵巣刺激法または

周期管理法

（融解周期の管理方

法）

1自然 2 CC 3 CC + hMG or FSH 4 hMG or FSH 5 GnRHagonist + hMG or FSH
6 GnRHantagonist + hMG or FSH 7その他 ［ ］ 
8人工周期（ホルモン補充周期、E + P周期） 

採卵法 （必須）
1採卵（融解）に至らず 2経膣超音波 3腹腔鏡 4凍結保存胚・卵の融解 
5その他 ［ ］

治療に用いた、 
あるいは用いようとした 
卵・胚の種類（必須） 

1新鮮卵・胚 2凍結胚 3凍結卵 
※［2 凍結胚］を選択したときは「採卵時の症例登録番号を入力してください。

採卵時の症例登録番号 ［         ］

行った、あるいは行お

うとした治療方法（必

須）

1 IVF-ET 2 GIFT 3顕微授精  4 IVF-ET + 顕微授精 5融解胚 
6その他 ［ ］7未受精卵子凍結（医学的適応） 

精子回収法 1射出精子 2 Testicular sperm extraction (TESE) 3その他 ［ ］ 

精液所見

※【精子回収法】で［1 射出精子］を選択した場合のみ入力してください。

精子濃度 ［ ］ ×106/ml （小数点以下第2位まで） 
運動精子率 ［   ］ ％ （整数）

--- 以下の2項目は、【治療に用いた、あるいは用いようとした卵・胚の種類】で［1新鮮卵・胚］を選択し

た場合に入力が必要です --- 
採卵数 ［   ］ （整数）

受精卵数 ［   ］ （整数）

--- 以下の1項目は、【治療に用いた、あるいは用いようとした卵・胚の種類】で［2凍結胚］を選択した場

合に入力が必要です --- 
融解胚数 ［   ］ （整数）

--- 以下の2項目は、【治療に用いた、あるいは用いようとした卵・胚の種類】で［3 凍結卵］を選択した

場合に入力が必要です --- 
融解卵数 ［   ］ （整数）

受精卵数 ［   ］ （整数）

--- 以下の7項目は、【治療に用いた、あるいは用いようとした卵・胚の種類】で［1新鮮卵・胚］［2凍結

胚］［3凍結卵］を選択した場合に入力が必要です --- 

胚移植時の発育段階
1卵（未受精） 2初期胚 3胞胚 4 ETキャンセル 
5その他 ［ ］

移植胚・卵数 ［   ］ （整数）

凍結胚・卵数 ［   ］ （整数）

Assisted hatching 1施行 2非施行 

黄体期管理
1なし 2プロゲステロン(P) 3 hCG 4 hCG + P 5エストロゲン + P
6その他 ［  ］

副作用の有無 1なし 2出血 3感染 4 OHSS（2度以上）  5その他 ［ ］ 

妊娠の有無

1なし 
2臨床妊娠（GS(+)以上） （移植日 ： 西暦［ ］/［ ］/［   ］） 
※「2 臨床妊娠」を選択した場合は、登録完了画面から個別調査票『妊娠から

出産後まで』の入力画面に進んでください。

3妊娠保留 
※ まだ妊娠の判定が未確認の場合に選択してください。妊娠の有無が判定後

「1なし」or「2臨床妊娠」を選択し直してください。

表 1　オンライン個別調査票「治療から妊娠まで」

1844 日産婦誌69巻 9 号



GSの数 （必須） 1［  ］ （整数） 2不明 
確認された胎児数（必

須） 1［  ］ （整数） 2不明 

妊娠の転帰 （必須）

1流産（22週未満）  2異所性妊娠 
3正所異所同時妊娠（子宮内外同時妊娠） 4人工妊娠中絶  （理由

［ ］）

5生産 6 死産

7減胎手術 （［   ］個から［   ］個に減数） （整数）  8不明 

出産児数

※【妊娠の転帰】で ［5 生産］［6 死産］を選択した場合に入力が必要です。

1［     ］人 （整数） （出産日 ：西暦［     ］/［    ］/［  ］ ） 
2不明 

分娩様式 1経膣 2帝切 3経膣および帝切 4不明 
産科合併症 1なし 2あり 3不明 ［  ］

児の所見

性別
出生児の

在胎週数

出生時の

体重

児の状況 生後、児の予後

生産

死産

一卵性

多胎
先天異常名

7日 
未満

28日 
未満

死亡月日

（西暦）

1 
1男 
2女 
3不明 

1［ ］週

2不明 
1［ ］ｇ

2不明 

1生産 
2死産 
3不明 

1Yes 
2No 
3不明 

［   ］

1生存 
2死亡 
3不明 

1生存 
2死亡 
3不明 

［ ］

2 
1男 
2女 
3不明 

1［ ］週

2不明 
1［ ］ｇ

2不明 

1生産 
2死産 
3不明 

1Yes 
2No 
3不明 

［   ］

1生存 
2死亡 
3不明 

1生存 
2死亡 
3不明 

［ ］

3 
1男 
2女 
3不明 

1［ ］週

2不明 
1［ ］ｇ

2不明 

1生産 
2死産 
3不明 

1Yes 
2No 
3不明 

［   ］

1生存 
2死亡 
3不明 

1生存 
2死亡 
3不明 

［ ］

4 
1男 
2女 
3不明 

1［  ］週 
2不明 

1［  ］ｇ 
2不明 

1生産 
2死産 
3不明 

1Yes 
2No 
3不明 

［   ］

1生存 
2死亡 
3不明 

1生存 
2死亡 
3不明 

［ ］

表3 提供精子を用いた人工授精（AID）の治療成績 

患者総数

AID 周期総数 
＊2015 年 1 月 1 日から同年 12 月 31 日の間に授精を行った症例に対する延べ授精周期数の計 

妊娠数
＊この場合、妊娠とは胎囊が確認された症例を指し、妊娠反応のみ陽性の症例は含まない
＊異所性妊娠では、胎囊が確認されなくても手術で異所性妊娠の確認、または 2 点の hCG の
測定で上昇を認める場合を含む

流産数

異所性妊娠数
＊正所異所同時妊娠（子宮内外同時妊娠）のうち 22 週未満の流産は「異所性妊娠」とし、流
産とはしない

＊22週以後は1児でも生産したものは生産分娩とし、すべての児が死産したものは死産分娩とする 
生産分娩数
＊多胎のうち 1 児でも生産したものは生産分娩とする 

死産分娩数
＊多胎のうちすべての児が死産したものとする

出生児数
＊上記の治療によって出生（生産）した児の総数

妊娠後経過不明数
＊妊娠が確認されたが、妊娠経過を追跡できず、その帰結が不明であるもの 

表 2　オンライン個別調査票「妊娠から出産後まで」

表 3　提供精子を用いた人工授精（AID）の治療成績

18452017年 9 月



表 4　登録施設数と回答率〔2015 年〕

表 5　妊娠・分娩例報告施設数〔2015 年〕

表 6　体外受精・胚移植等治療周期数からみた施設数の分布〔2015 年〕

1846 日産婦誌69巻 9 号



表 7　新鮮胚（卵）を用いた治療成績〔2015 年〕

18472017年 9 月



表 8　凍結胚を用いた治療成績〔2015 年〕

1848 日産婦誌69巻 9 号



表 9　凍結融解未受精卵を用いた治療成績〔2015 年〕

18492017年 9 月



表 10　提供精子を用いた人工授精（AID）の治療成績〔2015 年〕

表 11　治療法別出生児数および累積出生児数〔2015 年〕

1850 日産婦誌69巻 9 号



表 12　先天異常児の調査〔2015 年〕
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18532017年 9 月 報　　告
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18732017年 9 月 報　　告



1874 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18752017年 9 月 報　　告



1876 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18772017年 9 月 報　　告



1878 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18792017年 9 月 報　　告



1880 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18812017年 9 月 報　　告



1882 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18832017年 9 月 報　　告



1884 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18852017年 9 月 報　　告



1886 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18872017年 9 月 報　　告



1888 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18892017年 9 月 報　　告



1890 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18912017年 9 月 報　　告



1892 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18932017年 9 月 報　　告



1894 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18952017年 9 月 報　　告



1896 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18972017年 9 月 報　　告



1898 日産婦誌69巻 9 号報　　告



18992017年 9 月 報　　告
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19012017年 9 月 報　　告
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別表 1　学会見解に基づく諸登録施設（2017 年 7 月 31 日現在）
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1904 日産婦誌69巻 9 号報　　告



19052017年 9 月 報　　告



1906 日産婦誌69巻 9 号報　　告



19072017年 9 月 報　　告



1908 日産婦誌69巻 9 号報　　告



19092017年 9 月 報　　告
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19112017年 9 月 報　　告
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19132017年 9 月 報　　告



1914 日産婦誌69巻 9 号報　　告



施設名

医療法人社団レディースクリニック京野　京野アートクリニック 980-0014 宮城県仙台市青葉区本町1-1-1　三井生命仙台本町ビル3F

東京歯科大学市川総合病院リプロダクションセンター 272-8513 千葉県市川市菅野5-11-13

クリニック飯塚 141-0031 東京都品川区西五反田8-1-10　小澤西五反田ビル５F

医療法人財団暁慶会はらメディカルクリニック 151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷4-15-10　北参道ヒルズ

慶應義塾大学病院 160-8582 東京都新宿区信濃町35

医療法人社団レディースクリニック京野　京野アートクリニック高輪 108-0074 東京都港区高輪3-13-1　高輪コート5F

木戸病院 950-0862 新潟県新潟市東区竹尾4-13-3

医療法人社団源川産婦人科クリニック 950-0014 新潟県新潟市東区松崎1-18-12

医療法人西恵会西川婦人科内科クリニック 541-0051 大阪府大阪市中央区備後町4-1-3　御堂筋三井ビル8F 

医療法人イワサレディースクリニックセントマリー不妊センター 573-0086 大阪府枚方市香里園町9-22

セントマザー産婦人科医院 807-0825 福岡県北九州市八幡西区折尾4丁目9-12

竹内レディースクリニック附設高度生殖医療センター 899-5421 鹿児島県姶良市東餅田502-2

（12施設）

別表2　提供精子を用いた人工授精に関する登録施設〔2017年7月31日現在〕

所在地

別表 2　提供精子を用いた人工授精の臨床実施に関する登録施設（2017 年 7 月 31 日現在）

19152017年 9 月 報　　告


